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活用した資料



1

試験勉強の資料

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

①気象予報士試験講習資料
（自分が作った最も大切な資料の綴り）
（自作の資料です。中身をこの後に解説します）
②スクーリングでの講習資料１
（スクーリングでの資料綴り｡模擬試験みたいなもの）
③スクーリングでの講習資料２
（スクーリングでの資料綴り｡模擬試験みたいなもの）
④北上大さんの応援団ｈｐ印刷資料
（過去問題解答解説、応援呪文その他綴り）
（２番目に大切です＾＾笑）
⑤気象予報士試験過去問題（未記入分）
（20~25年の未記入の過去問題）

（コピーして使ってました）
⑥気象予報士試験過去問題（既記入分）
（２０～25年の既記入の過去問題）

（以前にどのように解いたか見返すため活用しました）
⑦気象予報士試験練習解答分
（記入済みの解答用紙のみ）
（質問解答比較集作成に反映させるため）
⑧気象予報士試験受験分
（過去に受験した本ちゃんの試験用紙）

参考：ページ番号用紙
を入れると便利。
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前ページ資料④の応援団ｈｐ資料
ファイルの中身（応援呪文）

前ページ資料④の応援団ｈｐ資料
ファイルの中身（過去問題解答解説）

すごくわかりやすいです

北上さんのホームページは、印刷して、ファイルに綴っておくべきです。そして、
過去問題の練習をしたとき、答えあわせをしながら意味をよく考え、その理由を
この資料から得ることができると思います。受験者目線での学習ができます。
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資料番号①気象予報士試験講習資料
（自作の資料内容）
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自作の資料内容目次

今後、気象業務に就く上で活用
できるようパウチ資料を作りました。

スクーリングに通っていたので、
スケジュール表を綴っていました。

モチベーションを高める為、不合格
となった回の合格基準等を綴ってました。

次回試験に臨む上での受験案内資料
を綴っていました。

自作の資料です。後で説明します。

実技に臨む上で学科を復習する際に
概要がまとめられているので役立ちます。

自作の資料です。後で説明します。

ストーカーのように質問しまくった内容です。
問題を解きながらメモを取ってました。

この後に示す弱点・改善事項をファイルに
綴ってました。

スクーリングで宿題もあったので、
綴ってました。

自作の試験勉強計画・実績表です。
後で説明します。

Ａ４無地のメモ用紙と、文章解答マス目です。
後で説明します。

この後に中身を解説します。
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目次番号①天気図資料と
過去の出題傾向



1

目次番号①天気図資料
地域・海域の名称は気象庁ｈｐから入手し、パウチして活用しました。通報式記号もです＾＾
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目次番号①過去の出題実績 過去問題の出題傾向をまとめました。
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目次番号④統計資料
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統計資料は常に最新版を講習ファイルに保管していました。悔しさをバネに頑張るためです。もちろん
北上さんの統計資料も＾＾受験者支援会のアンケート統計データも参考になりました。

①過去受験者・合格率
（気象業務支援センター）

②受験者推移
（北上さんの受験者応援団）

③合格者構成比率
（北上さんの受験者応援団）

④受験者難易度の調査
（気象予報士試験受験支援会）
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目次番号⑤試験対策まとめ
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試験対策として、自分の勉強のために作成した参考資料です。ページ番号がないためちょっと使いづ
らいですが、試験のためのエキスを抽出したものです。自分が足りないと思ったことを、いろいろな参
考資料から抽出し、まとめていきました。２個一で印刷し、２０ページ近くになります。

台風に関する基準

視 程

海上警報

重要な雲パターン

竜巻注意情報関連

前線解析の
ポイント

前線解析の
ポイント

天気図解析の
ポイント

衛星画像による
雲の判別

水蒸気画像の
重要用語

一日の時間区分

風・雨・波の強さ
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目次番号⑥東京学芸大学気象学概説資料
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目次番号⑥東京学芸大学気象学概説（参考程度！）HPアドレスを後に示しています。

・一般気象学に関する内容が､要約された形でまとめられています｡必要と思う箇所のみ、
参考に見てみてください｡（目次の赤枠が実技解答に関して参考になる資料）

東京学芸大学の「気象学概説」資料です。学科（一般・専門）については免除であったため今まで実技一筋の勉強
でした｡しかし､学科に関する知識が不足していたと思い､もちろん小倉先生の「一般気象学」も活用しましたが､「学
科のエキス」がよくまとめられているため､短い時間でも学科を勉強する上ではとても効果的でした｡
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目次番号⑦記述問題質問解答比較表
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自分が作った資料で最も効果的だったと考える資料です。質問・解答比較集。Ｈ２０年からの５年分を作
成しました。実技は基本的に文章の記述問題が多いため、このような形を取りました｡質問のキーワード、
解答のキーワード､どのような質問に対し､どのように答えているか､前後の問題の関係､過去類似問題
との比較､縦方向､横方向､斜め方向､あらゆる方向から､解答を比較し「この時はこのように答えていたし、
類似問題だから､この解答でもよいだろう」とか「いや､今回はこのキーワードがあるから､過去のこの解
答とは違うことを書かなければいけない」とか､分析を行う上でとても効果的でした｡疑問に思ったことは
その都度書き込み､また作り直して､どんどん更新していきました｡いままで､過去問題を解くだけでは､解
いて、破棄して、また解いて、破棄して、同じところでまた間違えて、「積み重ね」「蓄積」がなかったので、
解いた問題を持っておくだけでしたが､そのままだと見直すこともなく､また､時間がかかるため､ひとつの
過去問に対し､一枚の紙でわかるように､間違えた場所、注意すべき場所を右側の備考欄、キーワード
欄に書き込んで行き、いつでもわかりやすいようにまとめました。受講生の皆にも配り､好評でした。

質問 解答 備考



1

先に示したのは「文章記述問題」ですが､他にも「計算問題」､「穴埋め問題」､「警報注意報問題」も同じ
ように作成しました。意外と天気図がなくても解けるものです。つまりは「国語の試験」なのです。（解答
を覚えてしまうということではありませんよ＾＾）

計算問題 穴埋め問題 警報・注意報問題
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目次番号⑨試験解答時の注意事項・改善事項、確認
すべき事項（弱点を克服するためにやったこと）



3

試験でミスったことや､改善すべきことを忘れがちでした｡すぐ忘れてしまうので､手書きや､
パソコンで太字で作成し､勉強部屋などの目に付くところに貼りまくりました｡

これらを、勉強机の前や、トイレなどに貼り付けて、常にモチベーションを高めたり、
間違いを直す対策として活用しました。

キーワードを見逃す癖がありました
主語にきちんと答えてない時がありました 主要な問題に絞って勉強するよう

指導がありました

場所はわかっているのに、
１０の位を誤記してしまうことがよくありました 蓄積が必要なので反復練習に努めました

ほとんど脳の筋トレです＾＾；笑
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改善すべき点をとにかく紙に書いて紙に書いて自分に言い聞かせ改善を図りました

仕事も勉強も、質問に対し答えるという
ことは、同じことであると理解しました
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先ほどまでの資料をこのように「確認事項・改善事項一覧表」としてまとめ、
チェックリストとして消去法で処理していきました。克服できなかった内容や
処理できなかった内容もありますが、弱点を一個ずつ消していくことができました。

弱点や改善すべき事項を「チェックリスト形式」にすると、とても効果的だと
思います。消去法で、どんどん改善されていくと思います。

チェックリストは本当にお勧めです！！
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恥ずかしながら、私が書いた資料を公表するのですが、目標を手書きで書いて、
はりつけていたら、結果、叶いました！！＾＾

手書き、貼り付け、お勧めです＾＾
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目次番号⑪試験勉強計画・実績
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試験までの学習計画実績､試験勉強実績1（必ず記入！役に立つ）

・試験までの残り日数と学習計画･実績を記入することで､かなり刺激になり学習が捗る

１ ２ ３ ４ ５

エクセルで、次の
試験に向けての計画・実績
表を作成しました｡
①月、日、曜日
②仕事のスケジュールなど
③試験までの残日数
④試験勉強の計画
⑤試験勉強の実績
※実績欄に×印が増える
ほど不安になってくるため
試験に対するやらなけ
ればならない気持ちが
増えてくるので、いい
緊張感が持てます。
（それでもサボるとき
もありましたが＾＾；笑）
右下の余白には、
更に必要なことや、
補足事項を記入しました。

備考的に活用



5

試験までの学習計画実績､試験勉強実績2（必ず記入する！役に立つ）

・過去問をといた際にその日付と点数を書くことで､やったという達成感と得点がわかり、
刺激になり、役に立つ。

先ほどの資料もそうですが
計画的に勉強を進めていく
ことはとても大切です。しかし
こんなのを作るのに時間を
大きく取られてしまい、勉強
時間が割かれるのであれば、
勉強を優先すべきと考えます。
私は、この資料は、ちゃっちゃと
つくってしまったので、あとは
手書きで記入していったのですが
皆さんそれぞれのやり方で
計画的に勉強を進められることを
お祈りいたします。
（この表も埋まっていくと結構
気分がいいものでしたよ＾＾）

日付と点数を記入
（やるほど、棒グラフ
形式で増えてくる）
また、過去問をバランス
よく解く目安にもなる。
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目次番号⑫記述問題解答用マス目



2

低気圧の 前 面で 暖 気 移流と上昇流、後面で

寒気慰留と下降流が見られる。

記述解答用マス目（過去問や練習問題から、記述問題のみひたすら練習する
ときに活用）横１５文字のマス目を作成しました。記述問題練習に最適です。

例：６０文字の記述問題を解答する場合

」

15文字×4行

の位置に括弧
を書いておく。
括弧を目安に
記述解答する。


